
天領日田おひなまつりの幕開け（三隈幼稚園児による青い目の人形パレード）

● ４月10日は統一地方選挙

● 税の自主納付・納期内納付にご協力を
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 私たちの毎日の暮らしと地方行政は、密接な関係にあります。この地方

行政に直接関わりのある代表者を選ぶのが、今度の統一地方選挙です。

 一人ひとりが棄権することなく投票しましょう。

�選挙には、事前に送られてくる袋とじのはがきから「投票所入場券」を

切り取り、持参してください。

�投票は次の順序及び用紙で行います。

 ①大分県知事選挙   投票用紙は白地の紙に黒色のインクで印刷

 ②大分県議会議員選挙 投票用紙は白地の紙に赤色のインクで印刷

統一地方選挙

選挙の資格

 今回の選挙で投票できるのは、次の条件に該当する

人です。

①平成３年４月11日までに生まれた人

②平成22年12月31日までに日田市に転入届出を行い、

 引き続き居住している人

期日前投票

 投票日に都合で投票に行けない人は、期日前投票を

行ってください。

大分県知事選挙

 ３月25日 ㈮ ～４月９日 ㈯
 （各振興局は４月４日㈪～９日㈯）

大分県議会議員選挙

 ４月２日 ㈯ ～４月９日 ㈯
 （各振興局は４月４日㈪～９日㈯）

時間 午前８時30分～午後８時

   （各振興局は午後７時まで）

場所 市役所３階302・303会議室

   各振興局の会議室

不在者投票

 旅行や仕事のため遠方に滞在し、期日前投票所に行

くことができない人は、滞在地で不在者投票を行うこ

とができます。

※不在者投票に関する詳細は、問い合わせください。

大分県知事

大分県議会議員選挙

※閉鎖時間は、投票所によって異なります。

 必ず入場券で確認してください。

※４月24日に執行予定の日田市議会議員選挙については、

 広報ひた４月15日号でお知らせします。
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代理投票及び点字投票

 けがや身体の障がいなどで字を書くことができない人は、投票所で係員に申し出れば、代理投票ができ

ます。目が不自由な人は、点字で投票することもできます。

投票用紙の記入方法

大分県知事選挙 記号式投票

 投票用紙にそれぞれの候補者の氏名が印刷されていますので、必ず記載台に備付けの器具（スタンプ）

を使って、投票しようとする候補者の氏名の上の「〇をつける欄」に〇印を押してください。〇印を２つ

付けたり、備付けの器具以外で〇印や×印などを記入した場合、大切な一票が無効になります。

※期日前投票及び不在者投票の場合は、自書式投票になります。

大分県議会議員選挙 自書式投票

 投票したい候補者一人の氏名を、投票用紙にはっきり書いてください。

※氏名以外のことを書くと、内容によっては無効になることがあります。

郵便での投票

 身体に重度の障がいがあり次の項目に該当する人は、郵便による投票ができます。

※次の対象者のうち、郵便投票を希望する人は、事前に郵便投票証明の交付を受ける必要があります。

郵便投票の対象者

①両下肢、体幹の障がい１級又は２級の障害者手帳の交付を受けている人

②心臓等内臓の障がいで、１級又は３級の障害者手帳の交付を受けている人

③免疫障害で、１級から３級の障害者手帳の交付を受けている人

④介護保険の被保険者証に要介護５と記載されている人

⑤その他戦傷病者手帳の交付を受けている人で、郵便投票に該当する人

郵便投票の代理記載の対象者

①身体障害者手帳に上肢又は視覚の障がいの程度が、１級と記載されている人

②戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障がいの程度が、特別項症から第２項症まであると記載されている人

郵便投票用紙の請求期限 ４月６日㈬  ※請求期限を過ぎると、受理できませんので注意してください。

選挙人名簿の縦覧

 選挙人名簿に登録されているか確認したい人は、名簿の縦覧ができます。

縦覧日 大分県知事選挙：３月24日㈭ 大分県議会議員選挙：４月１日㈮ 

    いずれも午前８時30分～午後５時

縦覧場所 選挙管理委員会事務局（市役所３階）

次の投票所は、投票所の場所や名称が変更になっていますので、注意してください。

・投票所の場所が変更

東部中学校体育館（第４投票区）→ 東部中学校柔剣道場

パトリア日田スタジオ１（第５投票区）→ パトリア日田ギャラリー

旧伏木小学校講堂（第18投票区）→ 伏木町公民館  

上津江公民館（第42投票区）→ 上津江体育館（上津江振興局横）

・投票所の名称が変更

 赤石小学校曽家分校多目的教室（第35投票区）→ 旧赤石小学校曽家分校多目的教室

【問合せ】選挙管理委員会事務局 ☎２２－８２０９（市役所３階）

 ４月上旬に、自治会を通じて選挙

公報を配付します。選挙公報をよく

読んで、私たちの代表にふさわしい

  人を選びましょう。

大切な１票。忘れずに。
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私
た
ち
は
、
な
ぜ
税
金
を
負
担
す

る
義
務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

 
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち

の
生
活
を
維
持
し
、
豊
か
に
し
、
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
、
消
防
・
警
察
な

ど
様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
国

や
地
方
公
共
団
体
が
、
こ
れ
ら
の
仕

事
を
す
る
た
め
に
は
多
く
の
費
用
を

必
要
と
し
ま
す
。

 

 
私
た
ち
み
ん
な
が
、
こ
の
費
用
を

負
担
し
合
っ
て
い
く
の
が
﹁
税
金
﹂

で
す
。
税
金
を
納
め
る
こ
と
は
国
民

の
義
務
で
あ
り
、
こ
の
義
務
を
怠
る

と
税
負
担
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
金
の
滞
納
額

が
増
え
れ
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

 

 
市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
差

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
自
主
納
付
・
納
期
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

︻
納
税
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
︼

 
 
税
金
を
納
期
内
に
納
め
な
い
と

 
 
ど
う
な
る
の
？

 

納
期
内
に
納
税
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
20
日
以
内
に
﹁
督
促

状
﹂
︵
手
数
料
100
円
︶
を
送
付

し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
付
せ
ず

に
放
置
し
て
い
る
と
、
﹁
催
告

書
﹂
等
を
送
付
し
ま
す
。

 

※
延
滞
金
は
、
次
の
割
合
で
加
算
さ

 
れ
ま
す
。

 

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過

 
す
る
日
ま
で
の
期
間
 
 
年
7.3
％

 

・
右
記
以
降
 
 
 
 
 
 
年
14.6
％

   

 
 
借
金
が
あ
る
か
ら
税
金
が
払
え

 
 
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

 

地
方
税
法
第
14
条
で
、
税
金
は

す
べ
て
の
借
金
等
に
優
先
す
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
人

債
権
よ
り
税
金
を
優
先
し
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

   

 
 
少
額
滞
納
で
も
滞
納
処
分
さ
れ

 
 
る
の
？

滞
納
税
額
の
大
小
は
、
一
切
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
少
額
で
も
、

滞
納
を
続
け
て
い
る
と
差
し
押

さ
え
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平成22年度のすべての市税の納期限が経過しました
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滞
納
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず

 
 
 
 
 
  

ま
ず
は
相
談
を 

 
納
税
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
複
数
の
消
費

者
金
融
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ
て
借
入
れ
が

あ
る
﹁
多
重
債
務
者
﹂
と
判
明
し
た
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

 
﹁
多
重
債
務
者
﹂
な
ど
の
よ
う
に
、
税
金

を
滞
納
し
て
い
る
人
の
多
く
は
、
家
庭
や
仕

事
の
諸
事
情
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
込

ん
で
い
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

 
そ
こ
で
市
で
は
、
各
税
金
が
納
付
困
難
な

人
の
た
め
に
、
納
税
相
談
を
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
税
の
滞
納
問
題
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

 

■
と
き
 
月
曜
日
～
金
曜
日

 

 
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
税
務
課
納
税
係
︵
④
番
窓
口
︶

 

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  

３
月
の
休
日
︻
納
税
窓
口
︼
開
設
日

 

 
次
の
日
程
で
、
休
日
の
市
税
等
の
納
付
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

■
と
き
 
３
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ
 
税
務
課
納
税
係
︵
④
番
窓
口
︶

   ︻
問
合
せ
︼

 

税
務
課
納
税
係

 

☎
�
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階
︶

税
の
公
平
性 

 
納
期
内
に
税
を
納
付
し
た
人
と
納
付
し
な

か
っ
た
人
と
の
不
公
平
を
無
く
し
、
税
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

財
源
︵
税
収
︶
を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
で

は
、
法
律
に
基
づ
き
滞
納
処
分
︵
差
押
え
等)

を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

納
期
内
の
納
付

 

 
納
税
本
来
の
姿
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
内

に
自
主
的
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

 

 
多
く
の
人
に
は
、
納
期
内
に
税
金
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
限
を
守

れ
な
い
場
合
は
、
督
促
状
の
発
送
な
ど
に
費

用
が
か
か
り
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
市
税

を
有
効
に
活
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

  

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

 

 
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

 
口
座
振
替
は
、
申
込
手
続
か
ら
完
了
ま
で
、

２
か
月
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
担
当
職
員
に
財
産
を
勝
手
に

調
べ
ら
れ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
に
な
ら
な
い
の
？

徴
税
吏
員
︵
税
務
課
徴
収
職
員)

は
、
税
法
に
基
づ
き
滞
納
者
の

財
産
・
情
報
な
ど
を
調
査
す
る

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
調
査
を
受
け
る

勤
務
先
の
事
務
所
、
金
融
機
関

な
ど
の
関
係
機
関
は
、
調
査
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
調
査
権
限
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
は
抵
触
し
ま
せ

ん
。

ま
た
、
徴
税
吏
員
に
は
、
滞
納

処
分
を
行
う
権
限
が
与
え
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
権
限
は
裁
判
所

等
の
許
可
状
を
必
要
と
し
ま
せ

ん
。

 

滞
納
処
分
の
前
に
自
宅
訪
問
は

し
な
い
の
？

滞
納
処
分
を
執
行
す
る
に
あ
た

り
、
自
宅
に
訪
問
し
て
納
税
を

催
告
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

行
い
ま
せ
ん
。

督
促
状
発
送
日
か
ら
10
日
を
経

過
し
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

軽自動車税 

固定資産税 

市県民税 

国民健康保険税

介護保険料 

４月 ５月 

１期

１期

６月

１期

７月

１期

１期

８月

２期

２期

２期

９月

２期

３期

３期

10月

３期

４期

４期

11月

３期

５期

５期

12月

４期

６期

６期

１月

４期

７期

７期

２月

８期

８期

３月

市税等の納期
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市 民 広 場

森
山
 
泰
弘
さ
ん
︵
上
津
江
町
︶

﹁
き
れ
い
に
な
っ
た
山
林
を
見
る
と
充
実
感
が
あ
り
ま
す
﹂

写真上：経験と技術が求められる伐採作業

写真下：トライ・ウッド森林保全部、期待の若手４人組
（左から穴井さん、古賀さん、森山さん、朝倉さん）

﹁
次
世
代
の
林
業
の
担
い
手
﹂

   

上
津
江
町
の
株
式
会
社
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ

ド
に
昨
年
４
月
に
入
社
し
、
上
津
江
に
住

み
な
が
ら
林
業
に
携
わ
る
期
待
の
新
人
﹁
き

や
ど
ん
︵
山
に
携
わ
っ
て
仕
事
を
す
る
人
︶﹂

の
森
山
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

 

︱
林
業
の
道
に
進
も
う
と
思
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
っ
か
け
は
︱

  

昨
年
４
月
、
日
田
林
工
高
校
の
林
業
科

を
卒
業
し
て
、
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド
に
入
社

 

し
ま
し
た
。

 
高
校
で
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、

自
然
の
中
で
働
い
て
み
た
い
と
思
い
、
こ

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

 

︱
林
業
に
携
わ
っ
て
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
︱

  

 
今
、
私
の
主
な
仕
事
は
杉
の
伐
採
で
す
。

先
輩
と
二
人
で
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
玖
珠

町
、
熊
本
県
菊
池
市
な
ど
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
山
に
行
っ
て
、
杉
の
木
を
切
り
倒
し
、

長
さ
を
そ
ろ
え
て
切
断
し
運
び
出
し
ま
す
。

 

 
高
校
の
実
習
で
は
、
木
の
伐
採
も
や
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
仕
事
と
し

て
す
る
の
と
は
違
い
ま
す
。
山
の
中
で
の

作
業
は
体
力
を
使
う
の
で
、
慣
れ
る
ま
で

本
当
に
き
つ
か
っ
た
で
す
。

 

 
仕
事
中
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
足
を
切

り
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
大
き
な

重
機
の
そ
ば
で
作
業
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
、
山
の
中
で
の
作
業
は
危
険
な
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 
で
も
、
一
つ
の
現
場
が
終
わ
っ
て
、
き

れ
い
に
な
っ
た
山
林
を
見
る
と
、
何
と
も

言
え
な
い
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

  

︱
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
︱

 

 
現
在
、
上
津
江
町
で
一
人
暮
ら
し
を
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
毎
朝
６
時
に
起
き
、

自
分
で
弁
当
を
作
っ
て
仕
事
に
行
っ
て
い

ま
す
。
同
期
の
職
員
も
同
じ
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
て
、
仕
事
だ
け
で
な
く
私
生
活
で

も
お
互
い
に 

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
仲
良

く
生
活
し
て
い
ま
す
。

 

 
今
は
大
き
な
目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

機
械
の
操
作
な
ど
、
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
を
早
く
覚
え
、
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

  

林
業
は
日
田
の
基
幹
産
業
で
す
が
、
そ

の
担
い
手
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
林
業
従
事
者
の
減
少
は
、
放
置
林
の

増
加
な
ど
森
林
環
境
の
悪
化
に
も
つ
な
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
今
回
取
材
し
た
森
山
さ
ん
の
よ
う
な
、

若
さ
あ
ふ
れ
る
林
業
従
事
者
の
活
躍
で
、

日
田
の
林
業
が
も
っ
と
元
気
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

や
す
ひ
ろ

せ
っ

さ

た
く

ま
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⑱

﹁
ひ
た
健
康
運
動
リ
ー
ダ
ー
の
会
﹂

前
津
江
方
面
団
 
第
１
分
団

天
瀬
方
面
団
 
第
２
分
団

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

    ひ
た
健
康
運
動
リ
ー
ダ
ー
の
会
は
、
高

齢
者
に
運
動
を
広
め
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
域
で
、
住
民
同
士

が
支
え
合
い
な
が
ら
高
齢
者
の
介
護
予
防

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
、
地
域
保
健
課
の

保
健
師
・
栄
養
士
が
﹁
ひ
た
健
康
体
育
大

学
﹂
を
開
催
し
て
人
材
を
養
成
し
、
そ
の

卒
業
生
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
平
成
18
年
度
か
ら
活
動
を
始
め
、
現
在

メ
ン
バ
ー
は
67
人
。
医
学
的
な
知
識
や
介

護
予
防
の
運
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
、
市
内
各
地
に
出
向
き
、
高

齢
者
と
一
緒
に
運
動
し
て
い
ま
す
。

 

 
会
で
は
、
﹁
水
郷
リ
ズ
ム
体
操
﹂
な
ど

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
健
康
体
操
を
考
案
し
、
メ

ン
バ
ー
が
地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
、
介
護

予
防
教
室
の
開
催
や
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

で
健
康
体
操
の
紹
介
、
市
が
主
催
す
る
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
運
動
を
実
施
す

る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
６

回
の
研
修
や
他
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
交
流
を
通
し
て
、
介
護
予
防
の
た
め

の
知
識
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

 

 
代
表
の
森
山
ア
イ
コ
さ
ん
は
﹁
高
齢
者

が
会
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
体
の

健
康
だ
け
で
な
く
、
ひ
き
こ
も
り
の
予
防

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
平
成
21
年
度

は
約
５
０
０
０
人
の
高
齢
者
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
考
え
た
運
動
は
、

性
別
や
障
が
い
の
有
無
も
関
係
な
く
、
誰

で
も
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
で
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 
私
た
ち
の
地
域
は
、
釈
迦
岳
の
ふ
も

と
標
高
４
０
０
ｍ
か
ら
９
０
０
ｍ
に
位

置
し
、
１
７
２
戸
の
世
帯
が
あ
り
ま
す

が
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
大
変
寒
い
と

こ
ろ
で
す
。
団
員
数
は
現
在
32
人
で
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
の

協
力
で
新
入
団
員
も
加
入
し
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
こ
こ
数
十
年
火
災
が
発
生
し

て
い
な
い
の
も
、
地
域
の
協
力
の
お
か

げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
防
火
意
識
の
向
上
に
努
め
、
団
員
一

丸
と
な
っ
て
無
火
災
に
努
め
ま
す
。

 

 
分
団
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化
に
伴
い
、
法
令
・
警
報
器

の
特
性
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
切
な
家
族
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
早
期
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
団
員
数
23
人
の
こ
の
分
団
は
、
天
瀬

町
五
馬
市
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
は
、
秋
に
な
る
と
、
市
の
無
形
民
族

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
た
五
馬
く
に
ち

楽
が
あ
り
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
お
祭

り
ム
ー
ド
一
色
に
包
ま
れ
ま
す
。

  

地
域
内
は
道
路
が
狭
く
、
災
害
発
生

時
は
危
険
や
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

車
両
・
機
具
の
点
検
や
月
１
回
の
水
揚

げ
訓
練
等
を
行
い
、
も
し
も
の
際
に
備

え
て
い
ま
す
。

 

 
高
齢
化
や
過
疎
化
で
団
員
の
減
少
は

免
れ
ま
せ
ん
が
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
支
援
・
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

分団をまとめるのは人情厚い平岡分団長
（写真一番左）

会では、高齢者の状態に合わせて、いすや床に座
ったままでもできる運動や体操を考案

毎月行っている河川からの水揚げ訓練

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

ひ
 
た
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ま
ち
の

わ
だ
い

  ２月15日、ＪＲ日田駅前で、春の訪れを告げる「天

領日田おひなまつり」の開会式が行われ、式典後、三

隈幼稚園の園児による青い目の人形パレードが行われ

た。

  今年で５回目となるパレードでは、米国製の「青い

目の人形」を抱えた園児２人を乗せた人力車を先頭に、

園児や先生など約100人が、ＪＲ日田駅前から園まで

の約500メートルを歩いた。

   ２月15日、日田しいたけ生産協議会による椎茸駒

打ち体験が、萩尾公園で行われた。

  これは、椎茸生産者で作る協議会が、椎茸づくりを体

験してもらうことで、食育だけでなく椎茸の消費拡大、

後継者確保につながるようにと初めて企画したもの。

  参加した朝日小学校２・３年生38人は、初めて体

験する駒打ちを楽しみながら取り組んだ。この日の椎

茸は、４・５年生となる２年後の秋に収穫できる。

こ うやって椎茸はできる

  ２月21日から25日までの５日間で、37区間385.6キロ

のコースを競う、春季県体・第53回県内一周大分合同駅

伝競走大会が開催された。

  大会３日目の23日は、竹田市役所から日田市役所まで

の８区間84.6キロのコースで競われ、２位でゴールした

日田市チーム中村健太郎選手の走りに、多くの人が声援を

送った。

  日田市チームは、総合成績で３位という好成績を収め、

５日間の熱戦は幕を閉じた。

た すきと夢をつないで

海 を渡ってきたお人形と
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快 適で美しいまちづくりを

働 きやすい職場づくりを

  ２月19日、ポイ捨て防止標語の最優秀作品の表彰と、

美化推進モデル地区活動報告会が市役所で行われ、約

100人が出席した。美化推進モデル地区は、日田市ポ

イ捨て等の防止に関する条例に基づき、自治会の自主

的な美化推進活動を市が認定し、支援するもの。

  報告会では、三本松・財津町・都留（上津江町）の

３自治会が、快適で美しいまちづくりのために行った

個性あふれる活動を紹介した。

 ２月25日、男女共同参画をみんなで話し合う会が、

市役所で開催された。約50人が参加した会では、講

師に森 信さん（ドラッグストアモリ代表取締役社長）

を迎え、「生き生きと安心して働ける職場づくり」と

題した講演と意見交換が行われた。

 森さんは、自身の体験談を元に、「男性だけでなく

女性や若者が働くことが大切です。男女が共に尊敬し

合い、夢を持って生きてほしい」と語った。

キ ーワードは「言葉」

ひ と足早く

  ２月19日、豊後・大山ひびきの郷で、第31回梅ま

つり前夜祭「火祭り」が行われた。

  これは、翌日から３月20日まで行われる梅まつり

のスタートを飾るイベント。会場の梅はまだ一分咲き

ほどだったが、神事の後、高さ約10メートルのやぐ

らに火が付けられ、大山ジュニアマーチングバンドや

烏宿太鼓の演奏のほか、様々な出店などもあり、訪れ

た人は祭りを楽しんだ。

  ２月23日、パトリア日田で人権講演会が開催され、

約350人が出席した。

  今回の講演会は、講師に福永宅司さん（子どもの学

び館代表取締役）を迎え、「ぬくもりある人権のまち

づくりについて」と題して行われた。福永さんは、「家

族や地域の人への温かい言葉掛け次第で、周囲の人は

変わる」と話し、一人芝居を交えながら、差別のない

ぬくもりのあるまちづくりについて講演した。

たく じ

まこと
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狂犬病の予防注射を実施します

飼い犬の登録を
 予防注射を受けるには、飼い犬の登録が必要です。
登録済みの犬
 「平成23年度狂犬病予防注射のお知らせ」を３月末までにはがきで通
知します。このはがきは、注射の際、必ず受付に提出してください。また、
記載内容に誤りがある場合は、訂正して持参してください。
未登録の犬
 各会場及び各動物病院に備付けの登録用紙に記入し、受付に提出してく
ださい。
注意事項
・注射事故を防ぐため、犬を押さえることができる人が連れてきてくださ

い。また、集合注射会場には犬が多く集まります。犬同士を近付けない
ようにしてください。

・体調が悪い犬や妊娠の可能性がある犬は、動物病院に相談の上、個別注
射を受けることをお勧めします。

・犬のふんは、必ず持ち帰ってください。
・飼い犬が死亡したときは、下記又は各振興局市民福祉課に連絡してくだ

さい。

予防注射の日程
集合注射 11ページの日程で実施します。
個別注射 ４～６月の間に下記の動物病院で実施します。個別注射を希望
     する場合は、事前に各動物病院に電話で予約してください。

注射料と登録料
注射料 ３,０００円
登録料 ３,０００円（既に登録済みの場合は不要）
※未登録の犬は、注射料＋登録料の計６,０００円が必要です。

個別注射・登録実施動物病院

愛
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
！

 
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯
１
回
の

﹁
登
録
﹂
と
、
年
１
回
の
﹁
狂
犬
病
予
防
注
射
﹂

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
狂
犬
病
の
発

生
や
流
行
を
防
止
す
る
た
め
、
必
ず
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 9:00～12:00

13:30～18:30

 9:00～12:00

13:30～16:00

 9:00～12:00

15:00～18:30

 9:00～12:00

15:00～17:00

 9:00～12:00

 9:00～12:00

14:00～18:00

 9:00～12:00

10:00～13:00

14:30～19:00

10:00～13:00

14:30～18:00

第1・第3日曜日

10:00～13:00

14:30～17:00

電話予約のみ

電話予約のみ

 
月～金

土

月・火

木・金

土

日

月～金

土

月～金

土

日

月～土

月～日

23-8090

22-4322

22-2476

24-6014

22-1646

22-1680

 

末松どうぶつ病院
（中城町）

いのうえ動物病院
（清岸寺町）

動物整形外科病院
（樋口動物病院）

（元町）

いいだ動物病院
（田島３丁目）

中島家畜診療所
(有田町)

池田獣医科
(朝日町)

診療時間電話病院名

【問合せ】地域保健課保健医療係 ☎２２－８２３１（市役所１階)

忘
れ
ず
に

連
れ
て
行
っ
て
ね
！
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東有田振興センター

羽田町須ノ原土地改良区事務所

横畑公民館

岩下公民館

月出山農村公園

求来里営農センター

古金町公民館

小ヶ瀬町公民館

三芳公民館

高瀬公民館

大日消防格納庫

松金集会所

串川町２丁目公民館

小山町公民館

北友田３丁目地区集会所

長渕公民館

亀川町公民館

上野町公民館

光岡公民館

十二町公民館

若宮町公民館（竹田公園入口）

東町公民館

朝日公民館

山田町公民館

君迫町公民館

二串町公民館

五和公民館

原公民館（内河町）

緑町公民館

大分県西部保健所裏駐車場

関集落センター

杷木山集落センター

夜明振興センター

今山公民館

大鶴振興センター

下中山際公民館

鶴城町林業センター

権藤知敏氏宅

天神町公民館

貞清公民館

旧三花農協前バス停付近

藤山町公民館

財津製作所

伏木町集会所

三河町公民館

旧小野振興センター駐車場

小野地区老人憩の家

山渡瀬橋河川敷

西有田公民館

三池町公民館

９:30～ ９:45

９:55～10:05

10:15～10:25

10:35～10:45

11:10～11:20

13:30～13:40

13:50～14:00

14:10～14:20

14:30～14:45

９:30～ ９:50

10:00～10:10

10:20～10:25

10:45～10:50

11:05～11:15

13:30～13:40

13:50～14:00

14:10～14:35

14:45～14:55

９:30～ ９:50

10:00～10:15

10:30～10:40

10:50～11:00

13:30～13:40

13:50～14:00

14:10～14:20

14:30～14:40

９:30～10:00

10:10～10:25

10:45～10:55

11:15～11:25

13:30～13:45

13:55～14:05

14:15～14:35

14:45～14:55

９:30～10:00

10:10～10:20

10:30～10:40

10:55～11:10

13:30～13:40

13:50～14:05

14:10～14:20

14:30～14:40

９:30～ ９:45

９:55～10:05

10:20～10:30

10:40～10:50

10:55～11:00

13:30～13:45

13:50～14:05

14:15～14:25

ところ 時間とき

４
月
５
日

㈫

４
月
６
日

㈬

４
月
７
日

㈭

４
月
12
日

㈫

４
月
13
日

㈬

４
月
14
日

㈭

■本庁管内

立石（徳永義範氏宅前）

五馬本村生活改善センター前

塚田区旧会館前

近原公民館

天瀬公民館五馬分館

出口区会館

久木野公民館

丸山小学校プール前

女子畑多目的集会所

苗代部公民館

榎釣（高倉重昭氏宅前）

高倉公民館

天瀬公民館東渓分館

高塚（第２駐車場）

湯ノ釣（江藤公昭氏宅前）

杉河内公民館

本城３公民館

本城公民館

赤岩旧消防車庫横

天瀬公民館

湯山西公民館

９:30～ ９:40

９:50～10:00

10:15～10:30

10:35～10:50

11:00～11:20

14:00～14:20

14:30～14:45

９:30～ ９:45

９:55～10:25

10:35～10:45

10:55～11:05

11:15～11:30

14:00～14:20

14:30～14:45

９:30～ ９:40

９:50～ ９:55

10:10～10:20

10:35～10:50

11:00～11:20

14:00～14:30

14:40～14:50

ところ 時間とき

４
月
18
日

㈪

４
月
19
日

㈫

４
月
20
日

㈬

■天瀬振興局管内

集合注射の日程

原公民館前（出野）

出野交流センター前

田代生活改善センター

柚木生活改善センター（千蔵木含む）

下方公民館前

前津江振興局

浦方公民館前

虫秋公民館前

堂尾公民館前

桑木公民館前

林公民館前

９:30～ ９:40

９:50～10:00

10:10～10:20

10:50～11:00

14:00～14:10

14:20～14:35

14:40～14:50

15:00～15:15

15:25～15:35

15:45～15:55

16:05～16:15

ところ 時間とき

４
月
28
日

㈭

■前津江振興局管内

野田生活改善センター

栃原（交流センター横）

黒谷集落センター

山本（宿泊交流体験館下）

鯛生金山駐車場

中津江振興局駐車場

10:00～10:20

10:30～10:40

10:50～11:00

14:00～14:20

14:40～14:50

15:10～15:20

ところ 時間とき

４
月
25
日

㈪

■中津江振興局管内

フィッシングパーク

都留生活改善センター

川原生活改善センター

広川正専寺前

上津江公民館

雉谷消防詰所前

畑中公民館前

上野田消防詰所前

９:45～ ９:55

10:05～10:25

10:35～10:50

11:00～11:20

11:30～11:50

14:00～14:20

14:30～14:50

15:00～15:20

ところ 時間とき

４
月
26
日

㈫

■上津江振興局管内

松原公民館

小五馬コミュニティーセンター

野瀬部集会施設

大山振興局

都築コミュニティーセンター

綿打集会場

北部コミュニティーセンター

９:30～ ９:45

９:55～10:10

10:20～10:50

11:00～11:30

14:00～14:30

14:40～15:00

15:10～15:20

ところ 時間とき

４
月
21
日

㈭

■大山振興局管内
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 実証運行している市内循環バス「ひたはしり号」は、路線・

時刻を一部変更し、４月から本格的に運行します。（詳細は下

図を参照）

 これにより、ＪＲとの乗り継ぎがしやすくなり、また、乗り

降りが自由にできる区間が設定されるなど、ひたはしり号はま

すます便利になります。

 公共交通機関であるバスは、安全で、環境に優しい乗り物で

す。ちょっとそこまで、バスを利用してみませんか？

Ａコース
新たに「パトリア前」のバス

停を設置します。

※Ｃコースは停車しませんの

 で、注意してください。

Ｃコース
五和振興センターから寺内地

域を運行し、新たに「五和振

興センター前」「石井町１丁

目」のバス停を設置します。

※寺内バス停は通過しません。

Ｂコース
中央公民館（文化センタ

ー）方面に運行し、新たに

「城内・豆田入口」「中央

公民館前」「上城内」のバ

ス停を設置します。また、

「日田高前」のバス停は移

設します。

①伏木町の旧道路線は廃止

 市街地から伏木町までの

旧道を運行していたバス

が、３月31日で廃止にな

ります。伏木町から済生会

日田病院バス停までは、代

替乗合タクシー（予約制）

が運行しますので、利用す

る人は、利用日の前日まで

に担当のタクシー会社に予

約してください。なお、タ

クシー会社は３月末までに

決定します。

②朝日ヶ丘・桃山線を増便

 朝日ヶ丘・桃山線に正午

ごろの便を増便します。ま

た、光岡駅でのＪＲへの乗

り継ぎもできるようになり

ます。

【問合せ】

地域振興課コミュニティ交通係

☎２２－８３５６

（市役所６階）

日田バスセンター

☎２２－７６８１

※新しい時刻表・路線図

は、バス車内、バスセン

ター、公共施設に設置し

ていますので、利用して

ください。

その他のバスも

４月１日から変更します。

×
新

新

石井町１丁目

五和振興
センター前

コン
ビニ

久留米市へ

日田市街へ

五和振興
センター

こ
こ
は
通
り
ま
せ
ん

石井

寺内

×
こ
こ
は
通
り
ま
せ
ん

上城内

法務局

警察署

城内・豆
田入口

中央公民館前

新新

新

図書館

市役所

日田高

日田高前

三本松

警察署前

市役所前

中央通り

中
央
公
民
館

︵
文
化
セ
ン
タ
ー
︶

▲

銀行

博物館

パトリア前

パトリア日田

中央公園

新

Aコース

Ｃ
コ
ー
ス

国
道
３
８
６
号
線

陶
器
店

パチンコ店

銀行

銀行
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母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査等

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

大 鶴 地 区
成人・乳幼児健康相談

朝 日 地 区
成人・乳幼児健康相談

高 瀬 地 区
成人・乳幼児健康相談

項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

４か月児健康診査

７か月児健康診査

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果を持ってお越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問合せ】

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

１日㈮・８日㈮
15日㈮・28日㈭
（9:00～16:00）

12日㈫
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

13日㈬
（13:00～13:30）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア
１階 妊婦

（妊娠届出書を
お持ちの方）

平成22年11月20日
～12月19日生まれ

市役所７階
大会議室

平成22年
９月生まれ

21日㈭
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成21年
９月生まれ

20日㈬
（13:00～13:30）

市役所７階
大会議室

平成19年
12月生まれ

６日㈬
（9:30～10:30）

中央児童館

15日㈮
（10:00～11:30）

大山
保健センター

前津江
保健センター

21日㈭
（10:00～11:30）

22日㈮
（10:00～11:30）

28日㈭
（13:30～14:30）

天瀬児童館

すぎっ子保育園
（上津江町）

未就学児

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

15日㈮
（9:30～11:30）

大鶴公民館

８日㈮
（9:30～11:30）

朝日公民館

１日㈮
（9:30～11:30）

高瀬公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない人は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談

◇持参するもの：母子健康手帳

※なかつえ保育園では、４月は行いません。

※天瀬児童館では、栄養相談を行います。

※中央児童館では、歯科・栄養・保育相談

を行います。

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
 や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談
◇持参するもの：問診票、母子健康手帳
 １歳６か月児健診の人は幼児用歯ブラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に、封書で個別に通知します。
 ４月１日までに通知のない人は、受診
 する地域の振興局・市役所等に連絡し
 てください。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、歯磨きの指導、絵本
 の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉
◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病

などに関する相談
◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた人は健診結果

〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は、匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療や核酸アナログ製剤治療
 に対する医療費助成も行っています。
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くらしの情報
   

■
と
き

 

 
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 ︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

■
と
こ
ろ
 
税
務
課
、
各
振
興
局

 
・
振
興
セ
ン
タ
ー

 

■
縦
覧
で
き
る
も
の

 

 
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿

 

※
地
価
の
下
落
に
よ
る
下
落
修
正

を
行
っ
た
こ
と
で
、
平
成
23
年

度
の
評
価
額
が
下
が
っ
た
宅
地

が
あ
り
ま
す
。

 

■
縦
覧
で
き
る
人
 
固
定
資
産
税

の
納
税
者
︵
同
居
の
親
族
を
含

む
︶
又
は
代
理
の
人

 

■
手
数
料
 
無
料

 
■
持
参
す
る
も
の

 
 
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
︵
免

許
証
、
保
険
証
な
ど
︶

 

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
納
税
義
務
者
は
、
名
寄
帳
︵
固

定
資
産
課
税
台
帳
︶
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
︵
縦
覧

期
間
中
は
無
料
︶

 

税
務
課
資
産
税
係

☎
�
８
２
０
６
︵
市
役
所
１
階)

   

■
対
象

 

 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
奉
仕

活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

 

■
対
象
と
な
る
事
故

 

 
活
動
中
及
び
往
復
途
上
の
事
故

 

■
保
険
期
間
 
４
月
１
日
㈮
～
平

成
24
年
３
月
31
日
㈯

 

■
申
込
方
法
 
左
記
に
備
付
け
の

加
入
申
込
書
と
掛
金
を
所
定
の

金
融
機
関
に
提
出

 

※
金
額
等
の
詳
細
は
、
加
入
申
込

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■
申
込
期
限

 

 
平
成
24
年
３
月
30
日
㈮

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係
 

☎
�
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

問 問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
加
入
を

平
成
23
年
度

 
 
固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

う が い

て
あ ら い

咳エ
チケット

インフルエンザ・

 感染性胃腸炎を

     予防しよう！お
知
ら
せ

住所変更に伴う各種手続の休日受付

市民課窓口サービス係

☎�８２０４（市役所１階)

 社会保険課（市役所１階）

  国保・年金係 ☎�８２７１

  介護保険係  ☎�８２６４

 こども未来室家庭支援係

☎�８２９２（市役所１階)

 税務課（市役所１階)

  税制窓口係 ☎�８３９７

  納税係   ☎�８２０５

 水道課管理係

 ☎�８２２０（市役所５階)

 建築住宅課住宅係

☎�８２１８（市役所５階)

問住所変更の届出、住民票の写しの交付、印鑑登録の受付、

印鑑登録証明書の交付

住所変更に伴う国民健康保険・老人医療（後期高齢者

医療）の手続、介護保険の手続

住所変更に伴う乳幼児医療・子ども医療（中学生まで）

の手続、子ども手当・児童扶養手当（父子家庭を含む）

の手続、ひとり親家庭医療費等助成の手続

市税等の納付受付、税務証明書の交付

住所変更に伴う上下水道の使用開始・停止の手続、水

道料金精算納付の手続

住所変更に伴う市営住宅の入居・退去の手続

市民課

社会保険課

こども未来室

税務課

水道課

建築住宅課

取扱業務開設する窓口

  毎年３月下旬は、転勤や進学、就職などに伴い、市役所で行う転入・転

出などの住所変更に伴う手続も、通常の約３倍、１日90件以上の届出があ

ります。このため、窓口が混雑し、皆さんにご迷惑をお掛けしています。

  市では、窓口の混雑を少しでも緩和するため、住所変更に伴う手続に限り、

市役所の一部の窓口業務を以下の日程で行います。詳細は、事前に担当課

に問い合わせください。

 

 ■とき ３月26日㈯・27日㈰ 午前８時30分～午後５時

 ■ところ 市役所本庁舎（各振興局では行いません）

 ■取扱業務

※関係機関への確認が取れず、受付できない場合があります。

広報

次回は

４月１日号
４月１日㈮に発送します。
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問

問

問

献
血
に
ご
協
力
を

平
成
23
年
度
 
し
尿
収
集
日
程
表

ポ
リ
オ
︵
小
児
ま
ひ
︶

 
 
 
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

保
健
・
福
祉

■
収
集
し
な
い
日

 

 
土
・
日
曜
日
、
８
月
13
日
～
15

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

 

■
注
意
事
項

 

・
増
改
築
、
下
水
道
接
続
、
浄
化

  
槽
設
置
工
事
な
ど
で
、
臨
時
の

く
み
取
り
が
必
要
な
場
合
は
、

必
ず
３
日
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
急
な
申
込
み
に

は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

 

 

 
ま
す
。

・
引
越
し
等
で
く
み
取
り
の
必
要

が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

な
い
場
合
、
継
続
し
て
く
み
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

・
刃
連
町
、
北
友
田
１
丁
目
、
三

本
松
は
、
久
大
本
線
を
境
に
北

と
南
に
分
か
れ
、
日
程
が
違
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
し
尿
収
集
日
程
表
は
、
平
成
23

年
度
家
庭
ご
み
収
集
日
程
表
の

裏
面
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

■
く
み
取
り
作
業
で
の
お
願
い

 

 
便
槽
内
に
生
理
用
品
、
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
、
そ
の
他
異
物
が
入

っ
て
い
る
と
、
バ
キ
ュ
ー
ム
カ

ー
の
ホ
ー
ス
が
詰
ま
り
、
く
み

取
り
作
業
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

便
槽
に
異
物
を
入
れ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

 
■
く
み
取
り
手
数
料
に
つ
い
て

 
 
金
融
機
関
で
手
続
を
す
れ
ば
、

く
み
取
り
手
数
料
を
口
座
振
替

で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
口
座
振
替
の
開
始
に
は
、
１

 
・
２
か
月
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
︶

 

生
活
環
境
課
廃
棄
物
処
理
係

☎
�
８
２
０
８
︵
市
役
所
２
階)

■
と
き
・
と
こ
ろ
︵
日
田
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
︶

３
月
23
日
㈬

 

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

 
パ
ト
リ
ア
日
田

 

午
前
10
時
～
午
後
１
時
、
午
後

２
時
～
４
時
30
分

 

 
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

 

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時

 
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
し
た
人
、

70
歳
以
上
の
人
は
献
血
で
き
ま

せ
ん
。

 

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

 

 
☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

 

 
ポ
リ
オ
は
、
感
染
す
る
と
麻
痺

が
残
っ
た
り
、
呼
吸
困
難
で
死
亡

し
た
り
す
る
可
能
性
の
あ
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
現
在
、
国
内
で

の
自
然
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

海
外
旅
行
で
の
感
染
や
ウ
イ
ル
ス

の
国
内
侵
入
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

 

■
対
象
者

 
生
後
３
か
月
か
ら
90
か
月
︵
７

歳
６
か
月
︶
ま
で
の
乳
幼
児

 

※
２
回
の
接
種
︵
服
用
︶
が
必
要

 

■
接
種
費
用

 
無
料

 

■
接
種
期
間

 

 
４
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯

 

■
持
参
す
る
も
の

 

 
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

 

■
申
込
方
法

 

 
実
施
医
療
機
関
に
電
話
で
予
約

 

■
申
込
期
間

 

 
３
月
16
日
㈬
～
４
月
22
日
㈮

 

■
実
施
医
療
機
関

 

・
麻
生
小
児
科
︵
淡
窓
２
丁
目
︶

 

 
☎
�
２
３
２
３

 

・
下
飛
田
小
児
科
︵
中
央
１
丁
目)

 

 
☎
�
１
１
４
８

 

・
坂
東
小
児
科
︵
誠
和
町
︶

 

 
☎
�
３
３
０
０

 

・
こ
じ
か
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

 ︵
清
岸
寺
町
︶ 
☎
�
８
７
７
１

 

・
奥
平
医
院
︵
中
津
江
村
栃
野
︶

 

 
☎
�
３
０
２
１
︵
４
月
７
・
28

日
の
み
実
施
︶

 

※
昭
和
50
年
か
ら
52
年
生
ま
れ
の

人
は
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
年

齢
層
よ
り
低
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
任
意
接
種
︵
有
料
︶

を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

地
域
保
健
課
保
健
医
療
係

☎
�
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

ま
 
ひ

小ヶ瀬町、日高町、竹田新町、元町、南元町、琴平町、誠和町、亀川町、本庄町、隈町、
川原町、中央、本町、中本町、東町、三本松(南)、玉川町、玉川３、新治町、北友田１
(南)、夜明関町、夜明中町(杷木山)、石井町２、鶴城町、上宮町、朝日町、清岸寺町、
小迫町、朝日ヶ丘、日ノ出町、羽田町、東羽田町、尾当町、三ノ宮町、石松町、源栄町、
財津町、鈴連町、天神町、刃連町(北)、古金町、求町、月出町・三池町、大鶴町  

八幡町、大宮町、若宮町、刃連町(南)、中釣町、三芳小渕町、高瀬本町、中ノ島町、南
友田町、夜明中町(杷木山以外)、石井町３、内河町、緑町、二串町、大肥町、大肥本町、
山田町、君迫町、三本松(北)、淡窓町、中城町、丸の内町、豆田町、港町、城町、中尾
町、坂井町、日の本町、岩美町、市ノ瀬町、殿町、秋原町、清水町、田島地区、池辺町、
城内新町、松野町、神来町、水目町  

京町、南部町、大日町、大部町、桃山町、下井手町、銭渕町、日ノ隈町、亀山町、上
野町、夜明上町、石井町１、串川町、小山町、高井町、大鶴本町、鶴河内町、丸山町、
吹上町、北友田１(北)・２・３、有田町、伏木町、小河内町、諸留町、上諸留町、秋山
町、上手町、藤山町、三河町、上城内町 

桜竹、赤岩、湯山、女子畑、丸山西・東、
馬原１(矢瀬)・３

馬原１(矢瀬以外) ・２

上津江町の全域 

前津江町の全域 

出口、塚田、五馬市、本城、女子畑(横井) 

大山町の全域 

天瀬町のうち 

天瀬町のうち 

天瀬町のうち  

中津江村の全域 

くみ取期間

毎月上旬

毎月中旬

毎月下旬

町名等
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くらしの情報

問

問

問

問
高
菜
漬
け
教
室
 
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
教
室
 
生
徒
募
集

国
民
健
康
保
険
の
異
動
の
手
続

は
お
早
め
に

平
成
23
年
度
咸
宜
大
学

 
 
 
 
 
 
 
受
講
生
募
集

募
 
集

 
 
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
住

民
票
の
住
所
や
世
帯
が
基
準
と
な

り
ま
す
の
で
、
引
越
し
等
に
伴
う

異
動
の
手
続
は
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

※
進
学
の
た
め
一
時
的
に
市
外
に

転
出
さ
れ
る
人
は
、
次
の
書
類

を
持
参
し
て
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
 
在
学
証
明
書

又
は
学
生
証
の
写
し
、
印
鑑
、

学
校
の
所
在
地
の
分
か
る
も
の

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

 
☎
�
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

日
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ

 

■
と
き

・
小
学
校
１
～
３
年
生

 

 
毎
週
火
・
木
曜
日

 

 
 
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

 

・
小
学
校
４
～
６
年
生

 

 
毎
週
火
・
木
曜
日

 

 
 
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

 

 
土
曜
日
 
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

■
参
加
費
 
年
間
５
０
０
０
円

 

■
申
込
方
法
 
練
習
時
に
日
田
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
に
直
接
申

込
み

 

※
日
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
に

関
す
る
詳
細
は
、
同
ク
ラ
ブ
代
表

石
井
︵
☎
�
３
３
５
３
︶
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
毎
週
木
曜
日
 
午
前
10
時
～
午

後
１
時
 
総
合
体
育
館

■
募
集
数
 
若
干
名

 

■
受
講
料
 
月
額
１
５
０
０
円

 

■
申
込
方
法

 

 
総
合
体
育
館
窓
口
で
申
込
み

 

卓
球
教
室

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
毎
週
水
曜
日
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
総
合
体
育
館

■
募
集
数
 
10
人
程
度
︵
先
着
順)

■
受
講
料
 
月
額
１
５
０
０
円

 
■
申
込
方
法

 
 
総
合
体
育
館
窓
口
で
申
込
み

  
日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
公
社

︵
総
合
体
育
館
内
︶

☎
�
６
７
５
０

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

☎
�
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

    

■
受
講
資
格
 
60
歳
以
上
の
人

 

■
受
講
期
間

 

 
５
月
～
平
成
24
年
３
月

 

■
受
講
場
所

 

 
中
央
公
民
館
︵
文
化
セ
ン
タ
ー)

 

■
募
集
数

 
２
５
０
人
程
度

 

■
受
講
料

 
年
額
２
５
０
０
円

 

■
申
込
方
法

 
窓
口
に
受
講
料
を
持
参
し
、
申

込
み

■
申
込
期
間

 
３
月
24
日
㈭
～
４
月
15
日
㈮

 

※
短
歌
、
俳
句
、
合
唱
、
パ
ソ
コ

ン
等
の
ク
ラ
ブ
を
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
︵
別
途
受
講

料
が
必
要
︶

  

中
央
公
民
館
 
☎
�
６
８
６
８

   

 
日
田
産
の
高
菜
を
使
っ
た
高
菜

漬
け
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

 

■
と
き
 ３
月
28
日
㈪
 午
前
10
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
天
瀬
農
業
公
園

 

■
受
講
料
 
無
料

 

■
募
集
数
 
20
人
︵
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み
 

 

■
申
込
期
限
 
３
月
22
日
㈫

 

※
高
菜
５
キ
ロ
が
入
る
樽
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

  

農
産
物
流
通
対
策
室

☎
�
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階)

た
る

問
日
田
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
﹁
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
﹂

平
成
23
年
度
教
室
受
講
生
募
集

19:00～21:00

17:00～21:00

19:00～21:00

19:30～21:30

〃

〃

13:30～15:30

10:00～12:00

19:30～21:30

15:30～17:00

〃

19:30～21:30

13:30～15:00

〃

17:00～18:00

13:30～15:30

〃

〃

10:30～11:30

10:00～12:00

16:00～17:00

19:00～20:30

昼の部 夜の部

13:30～14:30

〃

19:00～21:00

月曜日

木曜日

火曜日

火･土曜日

水曜日

木曜日

月曜日

木曜日

金曜日

水曜日

金曜日

第２水曜日

月曜日

水曜日

金曜日

火曜日

木曜日

金曜日

水曜日

木曜日

土曜日

月曜日

水曜日

火曜日

木曜日

第１･３
月曜日

諫山和光

緒方須恵子

田中大也・松本芳郎

高村 稔

川津真寿美

穴井純成

藤井美相

川津一紗

タイムツリー

原田秀子

塩月伊登美
 

森山弥生

川津智之

横尾晋也

佐藤康雄

書道・実用書道

書道（小・中学生・一般対象）

華道

バドミントン

カラオケ

骨盤矯正 健身操（月３回）

ゆっくりやさしいエアロビクス

たのしいエアロビクス

童謡コーラス

フォークダンス

絵手紙（月１回）

YOGA（身体の中からキレイに）

筋力体調アップのYOGA

楽しい子どものダンス
（小学校１～４年生程度が対象）

やさしいパソコン教室
（月３回）

フラダンス（月３回）

トールペイント教室

そろばん教室

ギター教室（唱歌・童謡・演
歌・フォーク・ロック）

体幹チューニング
 ・下腹ほぐして健康に
 ・健康とダイエットの体操

自分の弱みを強みに変える
コーチングセミナー

時間開催曜日講師講座名

    

■
申
込
方
法

 
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
の
窓
口
又
は

電
話
で
申
込
み

  

※
受
講
料
は
、
講
座
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た

☎
�
５
７
３
３

 
商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)
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■
と
き

 

 
３
月
18
日
㈮

 

 
午
後
１
時
～
６
時

  

３
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

 

■
と
こ
ろ

 
サ
ン
リ
ブ
日
田
店
１
階

 

■
内
容
 
矯
正
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
示
及
び
刑
務
作
業
で
製
作
し

た
製
品
の
展
示
即
売

 

大
分
刑
務
所
作
業
部
門

☎
０
９
７-

５
４
６-

３
１
５
３ 

■
と
き
 
４
月
２
日
㈯

 

・
ス
タ
ー
ト
受
付
︵
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
︶

午
前
８
時
30
分
～
11
時

 

・
ゴ
ー
ル
受
付
︵
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
︶

  

午
後
３
時
ま
で

 

■
コ
ー
ス

 

 
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
︱
大
原
大
し
だ
れ

桜
︱
慈
眼
山
公
園
︱
い
い
ち
こ

日
田
蒸
留
所
︱
︵
無
料
バ
ス
で

移
動
︶
︱
月
隈
公
園
︱
豆
田
町

︱
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
︵
約
12
km
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

 

※
周
辺
は
、
駐
車
場
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
等

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

で
は
、
﹁
春
の
蔵
開
き
﹂
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

※
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ひ
た
ひ

こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

 

地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

 

通
係

 

☎
�
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

 

Ｊ
Ｒ
日
田
駅
 
☎
�
２
５
２
８

   

■
と
き
 
４
月
１
日
㈮

 

 
午
後
１
時
30
分
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
１
階
１
０
１
室

 

■
相
談
内
容
 
国
土
交
通
省
地
価

公
示
発
表
に
関
わ
る
不
動
産
に

関
す
る
相
談

 

■
相
談
員
 
不
動
産
鑑
定
士
︵
大

分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
会
員) 

大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事

務
局

 

 
☎
０
９
７-

５
３
４-

９
３
７
７

   

■
と
き
 
４
月
３
日
㈰
・
17
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 
︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員
 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

 
日
田
公
証
役
場
 
☎
�
６
７
５
１

   

■
と
き
 
４
月
５
日
㈫

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階

市
民
活
動
支
援
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 
■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
�
２
１
０
３

  

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
４
月
６
日
㈬

 

 
午
前
９
時
～
正
午
 
天
瀬
公
民
館

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
等

 

天
瀬
振
興
局
総
務
振
興
課

 
☎
�
８
２
０
１

■
と
き
 
４
月
13
日
㈬

  

午
後
１
時
～
５
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
開
始
日
 
３
月
25
日
㈮

 

午
前
８
時
30
分
～

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

 

  

 

第
８
回

 
石
井
里
山
公
園
﹁
桜
ま
つ
り
﹂

□
と
き
 
３
月
27
日
㈰

 
午
前
10
時
～
︵
小
雨
決
行
︶

□
と
こ
ろ
 
石
井
里
山
公
園

□
内
容
 
式
典
、
童
謡
ま
つ
り
︵
地

元
児
童
ら
の
合
唱
な
ど
︶
、
芸

能
大
会
︵
各
町
内
の
芸
能
発
表

な
ど
︶

※
出
店
や
野
点
等
も
行
い
ま
す
。

□
問
合
せ
 

 
石
井
里
山
公
園
実
行
委
員
会

 
︵
樋
口
︶／
☎
�
７
３
１
０

  
き
の
う
さ
ま
祭
り

 

□
と
き
 
４
月
10
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
３
時

 

□
と
こ
ろ

 
松
尾
神
社
周
辺
︵
内
河
町
︶

 

※
当
日
は
、
出
店
や
地
元
野
菜
の

販
売
等
を
行
い
ま
す
。

 

□
問
合
せ 

 
き
ば
る
会︵
江
田
︶／

 
☎
０
９
０-

４
９
９
０-

１
１
５
０

 

お
年
寄
り
の
住
ま
い
を

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
工
事
で
改
善
し
ま
す

 

□
応
募
条
件
 

①
旧
日
田
市
在
住
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯

 

②
家
族
が
遠
方
に
住
ん
で
い
て
、

直
接
的
及
び
経
済
的
に
援
助
で

き
な
い
人

 

□
工
事
内
容
 
軽
微
な
改
善
、
修

理
、
そ
の
他
︵
床
、
壁
、
天
井
、

建
具
の
修
理
や
手
す
り
の
取
付

け
、
段
差
の
解
消
等
︶

 

□
工
事
費
用
 
申
込
者
が
材
料
費

実
費
程
度
を
負
担
︵
支
払
可
能

な
人
に
は
、
人
件
費
半
額
程
度

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
︶

 

※
対
象
者
は
、
会
の
規
定
に
基
づ

き
調
査
・
選
考
の
上
、
本
人
に

連
絡
し
ま
す
。
工
事
実
施
時
期

は
本
人
と
打
合
せ
の
上
、
４
・

５
月
の
間
に
実
施
予
定
で
す
。

 

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
３
月
31
日
㈭

 

□
問
合
せ
 
高
齢
者
住
宅
環
境
整

備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
事
務
局
︵
高

倉
︶／
☎
�
９
８
２
５

問

問

無
料
弁
護
士
相
談
会

問

問

問問

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

ミ
ニ
大
分
矯
正
展

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

問

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
と
日
田

二
大
し
だ
れ
桜
を
訪
ね
て

イ
ベ
ン
ト

相
 
談

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

き
の
う
さ
ま
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海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ジ
ェ
ン
の
最
終
回
を
お
送
り
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ジ
ェ
ン
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ
31

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

ス
イ
ス
⑧

     

 K
ia

 O
ra

！ (

こ

ん
に
ち
は
！
︶
私

は
、
自
転
車
や
歩

い
て
市
内
を
動
き

回
っ
て
い
る
か
ら

か
、﹁
ジ
ェ
ン
、
運
転
で
き
な
い
や
ろ
﹂

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
答
え
は
﹁
い

い
え
、
運
転
で
き
ま
す
よ
﹂
で
す
。

 

 
た
だ
、
運
転
免
許
は
あ
り
ま
す
が
、

国
際
免
許
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
私
の
運
転
免
許
は
レ
ベ
ル
２
だ

か
ら
で
す
。

 

 
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
運
転
免
許
に

は
、
３
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。

 

 
レ
ベ
ル
１
の
初
心
者
の
免
許
は
、
16

歳
の
と
き
に
取
れ
ま
す
。
︵
私
の
時
代

は
15
歳
で
し
た
︶
試
験
は
学
科
試
験
だ

け
で
、
そ
の
試
験
を
パ
ス
す
る
と
、
日

本
で
い
う
仮
免
許
の
よ
う
に
、
隣
に
レ

ベ
ル
３
の
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人
が

座
っ
て
い
れ
ば
運
転
で
き
ま
す
。
そ
し

てL
e
a
rn

e
r

︵
初
心
者
︶
の
﹁
Ｌ
﹂
の
カ

ー
ド
を
車
に
張
り
ま
す
。

 

 
レ
ベ
ル
１
の
免
許
証
を
６
か
月
持
っ

た
後
、
レ
ベ
ル
２
の
制
限
免
許
を
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
時
は
、
30
分

の
路
上
運
転
試
験
を
し
て
試
験
を
パ
ス

す
る
と
、
一
人
で
︵
午
前
５
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で
︶
路
上
を
運
転
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

 

 
そ
の
後
、
25
歳
未
満
の
人
は
１
年
後
、

25
歳
以
上
な
ら
６
か
月
後
に
レ
ベ
ル
３

の
試
験
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
１
時
間
の

路
上
運
転
試
験
が
あ
り
、
運
転
し
な
が

ら
試
験
官
か
ら
、
﹁
前
通
っ
た
交
差
点

で
後
ろ
に
い
た
車
は
何
色
で
し
た
か
﹂

﹁
今
通
っ
た
道
路
で
何
が
危
険
要
素
で

し
た
か
﹂
な
ど
の
質
問
が
さ
れ
ま
す
。

そ
の
試
験
を
パ
ス
し
て
、
や
っ
と
時
間

制
限
も
な
く
誰
か
を
乗
せ
て
運
転
で
き

る
最
終
の
免
許
が
取
れ
る
の
で
す
。
そ

し
て
国
際
免
許
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
３
に

し
か
与
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

 

 
日
本
で
は
、
免
許
を
取
る
の
は
１
回

で
よ
く
、
レ
ベ
ル
の
区
別
も
な
い
と
聞

い
て
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
レ
ベ

ル
ご
と
に
３
回
も
試
験
を
受
け
る
こ
と

は
、
と
て
も
疲
れ
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
レ
ベ
ル
２
の
免

許
を
持
っ
て
い
れ
ば
一
緒
に
住
ん
で
い

る
家
族
は
乗
せ
て
も
い
い
の
で
、
レ
ベ

ル
２
と
レ
ベ
ル
３
の
免
許
の
区
別
が
難

し
く
て
複
雑
だ
と
感
じ
ま
す
。

 

 
し
か
し
、
各
国
に
は
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
っ
て
、
そ
の
国
の
道
路
事
情
や

人
口
な
ど
に
対
し
て
違
う
方
法
を
取
っ

て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

 

 
運
転
す
る
こ
と
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
や

り
方
が
あ
る
の
で
と
て
も
面
白
い
と
思

い
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
違

い
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

 

 
コ
ラ
ム
は
今
号
で
終
了
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 K
a
 k

ite
 a

n
o

！
︵
ま
た
ね
！
︶

  

     
坂
本
奈
保
子
さ
ん
の
ス
イ
ス
か
ら
の

お
便
り
︵
最
終
回
︶
を
お
送
り
し
ま
す
。

  
 
ス
イ
ス
か
ら
こ
ん
に
ち
は
。
残
念
な

が
ら
、
今
号
で
最
終
回
に
な
り
ま
す
が
、

日
田
出
身
海
外
在
住
者
の
日
ご
ろ
の
生

活
を
日
田
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
え
る

良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

 
日
本
が
遠
く
な
る
と
、
や
は
り
い
ろ

ん
な
面
で
日
本
が
気
に
な
り
ま
す
。
最

近
は
、
日
田
の
歴
史
に
興
味
が
わ
い
て

き
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
ス
イ
ス
で

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
気
分
で
始
め
た
ガ
イ
ド

の
仕
事
の
た
め
に
ス
イ
ス
の
歴
史
を
勉

強
し
た
の
で
す
が
、
学
生
時
代
、
あ
れ

ほ
ど
嫌
い
だ
っ
た
歴
史
が
面
白
い
と
い

う
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

 

 
日
田
に
つ
い
て
は
、
物
知
り
な
日
本

人
に
出
会
っ
た
か
ら
な
の
で
す
が
、
今

年
の
お
正
月
を
日
本
で
過
ご
し
た
と
話

し
た
と
こ
ろ
、﹁
ど
ち
ら
の
ご
出
身
？
﹂

九
州
の
日
田
と
答
え
る
と
、
﹁
磐
井
が

勝
っ
て
い
た
ら
、
日
本
の
首
都
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
立
派
な
と
こ
ろ

で
す
ね
﹂
と
言
わ
れ
、
出
身
地
で
あ
り

な
が
ら
無
知
で
あ
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
ま
し
た
。

 

 
早
速
、
家
に
戻
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
︽
磐
井
の
乱
５

２
８
年
11
月
11
日
、
福
岡
の
三
井
郡
で

筑
紫
君
磐
井
が
近
江
毛
野
率
い
る
大
和

王
権
軍
に
敗
れ
る
︾
と
あ
り
、
確
か
に

こ
こ
で
大
和
王
権
が
敗
れ
て
い
た
ら
日

本
は
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
納
得

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
人
に
よ
っ
て
見

解
は
違
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
九
州
の

ほ
ぼ
中
心
に
あ
っ
て
天
領
16
万
石
と
し

て
栄
え
て
き
た
日
田
、
も
し
か
し
て
も

し
か
す
る
と
、
日
本
の
首
都
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
長
期
休
暇
を
取

っ
て
バ
カ
ン
ス
に
行
く
の
が
普
通
で
す
。

行
く
前
に
は
十
分
に
下
調
べ
を
し
て
、

必
ず
そ
の
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
日
本

に
帰
る
と
き
は
、
私
に
と
っ
て
古
巣
で

も
家
族
に
と
っ
て
は
ま
だ
未
知
の
国
な

の
で
、
面
白
い
発
見
も
す
る
よ
う
で
す
。

 
長
男
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
、
日
田
の

保
育
園
・
小
学
校
を
体
験
し
、
保
育
園

で
は
お
昼
寝
を
、
小
学
校
の
給
食
で
は

未
知
の
食
材
と
遭
遇
し
、
目
を
白
黒
。

次
男
坊
リ
チ
ャ
ー
ド
も
、
昨
年
の
夏
は

藤
蔭
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
お
世
話
に

な
り
、
夏
休
み
の
た
く
さ
ん
の
補
習
と

部
活
に
び
っ
く
り
。
た
く
さ
ん
友
達
も

増
え
て
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
日
田

へ
帰
る
の
が
い
つ
も
楽
し
み
で
す
。

い
わ

い
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日田市長 佐 藤 陽 一

コラム 38弥生の
陽ざし

～
心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～

 

  

誤
っ
た
知
識
や
過
度
の
危
機
意
識
が
、

偏
見
や
差
別
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
人

権
問
題
も
そ
の
一
例
で
す
。

 

 
１
９
８
１
年
に
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
エ

イ
ズ
患
者
が
確
認
さ
れ
た
と
き
、
患
者
の

ほ
と
ん
ど
が
男
性
同
性
愛
者
で
あ
っ
た
た

め
、
当
時
の
同
性
愛
者
へ
の
偏
見
と
重
な

り
、
同
性
愛
者
や
そ
の
家
族
は
厳
し
い
差

別
を
受
け
ま
し
た
。

 

 
日
本
で
は
、
１
９
８
６
年
か
ら
８
７
年

に
か
け
て
、
相
次
い
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

エ
イ
ズ
患
者
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
取
り
上
げ
た
こ
と

で
、
全
国
的
に
エ
イ
ズ
パ
ニ
ッ
ク
が
発
生

し
、
エ
イ
ズ
を
疑
わ
れ
た
皮
膚
病
の
人
が

ス
ー
パ
ー
へ
の
入
店
を
断
ら
れ
た
り
、
外

国
人
女
性
と
い
う
だ
け
で
銭
湯
に
入
れ
な

く
な
る
な
ど
の
差
別
が
起
こ
り
ま
し
た
。

 

 
ま
た
、
そ
の
当
時
の
日
本
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
は
、
輸
入
の
血
液
凝
固
因
子
製
剤
︵
非

加
熱
製
剤
︶
で
感
染
し
た
血
友
病
患
者
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
﹁
血
友
病
＝

エ
イ
ズ
﹂
と
い
っ
た
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

広
が
り
、
血
友
病
と
い
う
だ
け
で
解
雇
さ

れ
た
り
、
登
校
を
断
ら
れ
た
り
、
嫌
が
ら

せ
を
受
け
る
な
ど
の
激
し
い
差
別
が
起
こ

り
ま
し
た
。

  

 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
︵
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
︶

と
は
、
白
血
球
な
ど
に
侵
入
し
て
身
体
を

病
気
か
ら
守
っ
て
い
る
免
疫
力
を
低
下
さ

せ
る
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
よ
る
免
疫
力
低
下
の
進
行

に
よ
り
発
症
す
る
様
々
な
病
気
の
こ
と
を
、

エ
イ
ズ
︵
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
︶
と

い
い
ま
す
。

 

 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
か
ら
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
は
、

５
年
か
ら
10
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
在
で
は
、
医
学
の
進
歩
に
よ
っ

て
エ
イ
ズ
発
症
を
予
防
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
保
健

所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
匿
名
・
無
料
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
感
染
経
路
は
性
的

接
触
、
血
液
感
染
、
母
子
感
染
の
３
つ
以

外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

力
も
弱
い
た
め
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る

こ
と
は
な
く
、
適
切
な
予
防
に
よ
り
感
染

を
容
易
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

 
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し

て
い
る
人
は
少
な
く
、
感
染
者
は
差
別
を

恐
れ
て
沈
黙
し
て
耐
え
て
い
る
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 
私
た
ち
は
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
無
く
し
支
え
合
え
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

︻
問
合
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
�
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
エ
イ
ズ

 

エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
理
解
が

 

 
 
 
 
 
 
 
感
染
と
差
別
を
防
ぐ

屋久島を訪れて

ふるさと産業祭の開会式であいさつ

     １月半ば、屋久島町を訪れ「ふ

るさと産業祭」に参加しました。

  寒い日田を出発し、ＪＲ久大

本線で久留米、リレーつばめと

新幹線で鹿児島、そしてジェッ

トフェリーで屋久島に到着する

まで、およそ５時間かかりました。心なしか屋久島

の風は温かく感じましたが、山には雪があり車で行

ける紀元杉は、雪で通行止めでした。屋久島には、

1,936メートルの宮之浦岳があり雪は珍しくないと

のことですが、今年はやはり寒いそうです。

  着いた夜、町長の奥様が経営している民宿にお邪

魔しました。ご一緒したのは、熊本県菊陽町の町長

さんです。菊陽町にある大津街道の杉並木の杉が屋

久杉という縁で、交流を重ねているそうです。座が

盛り上がり、屋久島町長の奥様の話題になりました。

家にいないと海岸で凧を揚げているそうで、伺いま

すと、本格的な江戸凧職人の技を習い、「やっこ凧

は火の用心のお守りですよ」とお土産に販売もして

いるそうです。東京の王子稲荷では、江戸時代から

続く「凧市」があり、火事除けのお守りとして「火

防の凧」が売られているとのことです。奥様は、凧

以外にも俳句もたしなまれ、「寒月の夜ばなしの宴

福集う」という句を披露され、楽しい時間を過ごさ

せていただきました。

  次の日は、午前９時から屋久島特産の柑橘類「タ

ンカン」の初もぎ式、10時から「ふるさと産業祭」、

初めて屋久島町民の皆さんに日田市からごあいさつ

を申し上げました。

  会場では、東有田地区の皆さんが、梨、椎茸、お

米、栗など日田の

特産を販売、紹介

しましたが、私は、

お昼の船で帰らな

ければならず、あ

わただしい訪問で

した。

たこ

たこ

よ ひ

ぶせ
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田
代
官
の
悪
政
に
苦
し
む
農
民
を
救
お
う
と
幕
府
に
直
訴
し
た
義
民

と
し
て
知
ら
れ
る
穴
井
六
郎
右
衛
門
は
、
天
瀬
町
馬
原
で
庄
屋
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
延
享
２
︵
１
７
４
５
︶
年
、
日
田
代
官
岡
田
庄
大
夫

の
重
税
に
あ
え
ぐ
農
民
の
窮
状
と
悪
政
を
、
次
男
、
組
頭
と
共
に
８
代
将
軍

徳
川
吉
宗
に
直
訴
し
た
も
の
で
、
訴
状
の
事
実
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
強

訴
徒
党
の
罪
に
よ
り
、
翌
３
︵
１
７
４
６
︶
年
、
浄
明
寺
河
原
︵
現
在
の
十

二
町
庄
手
川
沿
い
︶
の
処
刑
場
で
獄
門
打
首
に
処
せ
ら
れ
た
。

 

 
老
骨
の
身
を
代
官
と
の
対
決
に
捧
げ
た
穴
井
六
郎
右
衛
門
た
ち
。
そ
の

後
、
生
誕
の
地
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
義
挙
か
ら
２
５
０
回
忌
と
な
っ
た

平
成
７
︵
１
９
９
５
︶
年
に
は
、
天
瀬
町
と
地
元
関
係
者
に
よ
り
周
辺
が
記

念
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
記
念
碑
の
そ
ば
に
は
屋
敷
跡
も
残
さ
れ
て
い

る
。 日 義

民 

穴
井
六
郎
右
衛
門
生
誕
の
地

︵
天
瀬
町
馬
原
本
村
地
域
︶

〔作者〕

 （鈴連町）

石井 幹夫さん

  子どもたちに蛍と自然環境のことを伝えようと、生態写真を撮り始めましたが、

10年ほど前から蛍の光に魅了され、飛翔写真も撮影するようになりました。

  太陽が西の空に沈み、町の明かりが一つ二つとともり始めると、一番蛍がふわ

ーと舞い始め、いよいよ光のショーの開幕です。

  私はこの瞬間が一番好きで、いつもドキドキ、ワクワクします。

第
６
回
日
田
市
美
術
展
 
写
真
の
部

日
田
市
議
会
議
長
賞

︻
作
品
評
︼

 
草
に
止
ま
っ
て
い
る
蛍
の
姿
を
、
全

体
的
に
ブ
ル
ー
の
色
調
で
仕
上
げ
た
良

い
作
品
で
す
。

 

大
分
県
美
術
協
会
写
真
部
会
長

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
崎
輝
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里
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詩
 
 
 
 
 
石
井
幹
夫

ぎ

み
ん

ぎ

き
ょ


